



























































































































イタリア イギリス フランス ドイツ 日本
年間総日数 11 8 15 19 14
宗教に関連する祝祭日 7 3 10 15 0
季節に関連する祝祭日 1 2 1 1 5















































































































正月 『お正月』 節分 『豆まき』
桃の節句 『うれしいひなまつり』 端午の節句 『こいのぼり』『せいくらべ』
七夕 『七夕さま』 クリスマス 『ジングルベル』『あわてんぼう
のサンタクロース』
2．年中行事に伴う楽曲
入園式 『あくしゅでこんにちは』 母の日 『おかあさん』
父の日 『おとうさん』 運動会 『うんどうかい』

















































































































































それよりも和音が 1 種類少ないⅠ度・Ⅴ度の 2 種
類のカデンツだけで伴奏可能な楽曲も 3 曲ある。







































































































に変え、その第 5 音を省略する。実質 3 音で演奏
する和音。属七の和音の第 7 音が聞こえるため、
伴奏例①の和音よりも、さらに音の響きが深まり、



















































運指　　Ⅰ度→ C 音＝ 5　　Ⅳ度→ F 音＝ 2　　

























運指　　Ⅰ度→ CG 音＝ 5・1
　　　　Ⅳ度→ CA 音＝ 5・1













習得するだけで 7 ～ 8 割の音楽活動に対応できる
と思われる。
伴奏例①









運指　　Ⅰ度→ CEG 音＝ 5・3・1
　　　　Ⅳ度→ CFA 音＝ 5・2・1








みⅤ 7 の第 7 音である F 音が加わり、その代わ
りに第 5 音である D 音を省略するため、演奏す
る際の音数は、3 音構成と変わらない。響きとし





運指　　Ⅰ度→ CEG 音＝ 5・3・1
　　　　Ⅳ度→ CFA 音＝ 5・2・1

















運指　　Ⅰ度→ CEG 音＝ 5・3・1
　　　　Ⅳ度→ CFA 音＝ 5・2・1





る。ここでは、例に挙げた 38 曲を大きく 2・4 拍
子系と 3 拍子系とにわける。8 分の 6 拍子といっ
た複合拍子はここでは例として挙がっていない。



















1 の「和音のみ」という形は、基本的に 1 小節
に 1 和音、もしくは次の和音変化が起きるまで、
小節開始拍（第 1 拍目）においてのみ和音を打つ



















季節に関する楽曲 38 曲のうち、36 曲が長調
であったが、その多くが Cdur、Ddur、Fdur、
Gdur で原曲が記譜されている。この 4 調による













すい基本 4 調での調性の整理」という 2 つの具体
的な目的から移調を考えてみたい。これまでに

















2 点 C 音 　7 曲
2 点 Cis 音 　1 曲
2 点 D 音 22 曲
2 点 Es 音 　3 曲
2 点 E 音 　4 曲
音程なし 　1 曲（『おべんとうばこ』）
このように童謡など、子供のための音楽のほと




2 点 C 音から E 音である、と判断してきたのだ
と思われる。しかし、この音域は実際には高す
ぎるように感じられる。上の表 7 によると、旋律
最高音が 2 点 Es 音、E 音である楽曲は 7 曲ある。
E 音最高音の楽曲は、『せいくらべ』『雨』『春が





















ということだ。Es 音最高音の 3 つの楽曲の場合、
半音（短 2 度）下げる移調が精一杯だと思われる。






















半音下げた移調を行うと、Ddur と Gdur と、
前に述べた基本 4 調に含まれることとなる。Es
音最高音を半音下げる移調を行うことで、これ
までに挙げた 36 曲の長調楽曲のうち、33 曲が
Cdur、Ddur、Fdur、Gdur で演奏することがで
きることとなる。一方、E 音最高音をもつ 4 曲は、







































ンツによる楽曲は、C 音と G 音を 1 音ずつ、園
児 2 名に担当してもらう。Ⅰ度、Ⅳ度、Ⅴ度の
カデンツによる楽曲の場合は、C 音、F 音、G 音
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